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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成23年9月15日(2011.9.15)

【公表番号】特表2010-535486(P2010-535486A)
【公表日】平成22年11月25日(2010.11.25)
【年通号数】公開・登録公報2010-047
【出願番号】特願2010-519503(P2010-519503)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/705    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/15     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/19     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ   5/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  16/18     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/52     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   3/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   5/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/53     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/577    (2006.01)
   Ｃ１２Ｐ  21/08     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  19/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/705   　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/15    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/19    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   1/21    　　　　
   Ｃ１２Ｎ   5/00    １０１　
   Ｃ０７Ｋ  16/18    　　　　
   Ｃ０７Ｋ  14/52    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
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   Ａ６１Ｐ   3/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   5/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/16    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ   1/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｍ
   Ｇ０１Ｎ  33/53    　　　Ｄ
   Ｇ０１Ｎ  33/577   　　　Ｂ
   Ｃ１２Ｐ  21/08    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年7月22日(2011.7.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
レプチン受容体ポリペプチドの少なくとも１つのレプチン結合ドメインに直接または間接
的に連結されるレプチンポリペプチドのアミノ酸配列またはその活性部分を含む融合ポリ
ペプチド。
【請求項２】
前記融合ポリペプチドが、以下：
ｉ）免疫グロブリン様ドメインを；
ｉｉ）少なくとも１つのサイトカイン様相同性ドメイン；
ｉｉｉ）少なくとも１つのフィブロネクチンＩＩＩ結合ドメイン；
ｉｖ）配列番号４１のアミノ酸残基４２５から５３５；
ｖ）配列番号４１のアミノ酸残基５３６から６３５；
ｖｉ）配列番号４１のアミノ酸残基３２６から４２７；
ｖｉｉ）配列番号４１のアミノ酸残基６２から１７８；
ｖｉｉｉ）配列番号４１のアミノ酸残基２３５から３２５；
ｉｘ）配列番号４１のアミノ酸残基６３６から７３３
ｘ）配列番号４１のアミノ酸残基７３４から８２９；及び
ｘｉ）配列番号４１のアミノ酸残基４２８から６３５
からなる群から選択される２つのレプチン結合ドメインを含む、請求項１に記載の融合ポ
リペプチド。
【請求項３】
前記レプチンポリペプチドは、レプチン受容体の少なくとも１つのレプチン結合ドメイン
に連結され、前記レプチンポリペプチドは、前記融合ポリペプチドにおいて前記レプチン
結合ドメインのアミノ末端側に位置する、請求項１又は２に記載の融合ポリペプチド。
【請求項４】
前記レプチンポリペプチドは、レプチン受容体の少なくとも１つのレプチン結合ドメイン
に連結され、前記レプチンポリペプチドは、前記融合ポリペプチドにおいて前記レプチン
結合ドメインのカルボキシル末端側に位置する、請求項１又は２に記載の融合ポリペプチ
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【請求項５】
前記レプチンポリペプチドは、ペプチドリンカーによって、レプチン受容体ポリペプチド
の少なくとも１つの結合ドメインに連結される、請求項１から４のいずれか一項に記載の
融合ポリペプチド。
【請求項６】
前記ペプチド連結分子は、ペプチドＧｌｙ　Ｇｌｙ　Ｇｌｙ　Ｇｌｙ　Ｓｅｒの少なくと
も１コピーを含む、請求項５に記載の融合ポリペプチド。
【請求項７】
ｉ）配列番号３で表される核酸配列、
ｉｉ）配列番号５で表される核酸配列、
ｉｉｉ）配列番号７で表される核酸配列、
ｉｖ）配列番号９で表される核酸配列、
ｖ）配列番号１１で表される核酸配列、
ｖｉ）配列番号１３で表される核酸配列、
ｖｉｉ）配列番号１５で表される核酸配列、
ｖｉｉｉ）配列番号１７で表される核酸配列、
ｉｘ）配列番号１９で表される核酸配列、
ｘ）配列番号２１で表される核酸配列、
ｘｉ）配列番号２３で表される核酸配列、
ｘｉｉ）配列番号２５で表される核酸配列、
ｘｉｉｉ）配列番号２７で表される核酸配列
から選択される核酸配列を含む核酸分子、
配列番号３、５、７、９、１１、１３、１５、１７、１９、２１、２３、２５または２７
とストリンジェントなハイブリダイゼーション条件下でハイブリダイズし、レプチン受容
体調節活性を有するポリペプチドをコードする核酸配列を含む核酸分子。
【請求項８】
配列番号４、６、８、１０、１２、１４、１６、１８、２０、２２、２４、２６、２８、
２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８、３９または４０で表さ
れるアミノ酸配列を含むポリペプチド。
【請求項９】
２つのポリペプチドから成るホモ二量体であって、前記ポリペプチドはそれぞれ、
ｉ）レプチンまたはその受容体結合ドメインを含む第１の部分と、ペプチド連結分子によ
ってそれと任意選択で連結される
ｉｉ）レプチン受容体の少なくとも１つのレプチン結合ドメインまたはその部分を含む第
２の部分と
を含むホモ二量体。
【請求項１０】
前記ホモ二量体は、配列番号２、４、６、８、１０、１２、１４、１６、１８、２０、２
２、２４、２６、２８、２９、３０、３１、３２、３３、３４、３５、３６、３７、３８
、３９または４０を含む２つのポリペプチドを含む、請求項９に記載のホモ二量体。
【請求項１１】
賦形剤または担体を含み、請求項１から６又は８から１０のいずれか一項に記載のポリペ
プチドを含む医薬組成物。
【請求項１２】
さらなる治療薬と組み合わせられる、請求項１１に記載の医薬組成物。
【請求項１３】
肥満又は肥満関連性の状態の治療において使用するための、請求項１から６又は８から１
０のいずれか一項に記載のポリペプチド。
【請求項１４】
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前記ポリペプチドは、２日間隔、１週間隔、２週間隔、又は１か月間隔で投与される、請
求項１３に記載のポリペプチド。
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